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あぶくまの人・郷・夢を育むまち
- はつらつ高原都市 -

１ 今月の主な内容
●年頭のごあいさつ
●税の申告が始まります
●たむら ほっとニュース　など

船引町ボランティア会の皆さんが、昔ながらのきねと臼を使って餅つきを披露しました (12/7 船引就業改善センター）
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イルミネーションの色鮮や
かで優しい光が、今年も市
内各地の冬の夜空を照らし
ています。
見る人の心に安らぎと癒し、
明るい未来を感じさせる輝
き。

新年も皆さんにとって
よい年でありますように。
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す
。

　

開
洞
四
十
周
年
を
迎
え
た
あ
ぶ
く
ま
洞
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
で
、
震

災
後
、
大
幅
に
減
少
し
た
入
洞
者
数
も
回
復
の
兆
し

が
見
え
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
く
し
ま
産
業
復

興
企
業
立
地
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た
７
社
の
工
場

増
設
や
、
企
業
誘
致
に
よ
る
２
社
の
進
出
決
定
な
ど

就
労
機
会
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
様
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
磐
越
自
動
車
道
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
な
ど
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

く
各
種
施
策
の
総
仕
上
げ
を
念
頭
に
事
業
を
積
極
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
重
要
政
策
に
位
置
づ
け
た

「
除
染
・
帰
還
・
復
興
対
策
」
と
効
果
的
に
連
携
さ

せ
な
が
ら
、
復
興
を
加
速
さ
せ
、
新
た
な
田
村
市
の

礎
と
な
る
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
も
あ
る
「
は
つ
ら
つ
高
原
都
市
田
村
市
」

に
向
か
い
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
明
る
い
未
来
を

創
造
す
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
今
年
一
年
が
お
健
や
か
で

幸
多
い
日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

将
来
の
世
代
に
、
よ
り
強
く
、
よ
り
魅
力
的
な
田
村

市
に
な
っ
た
と
語
り
継
が
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
国
・
県
に
対
す
る
働
き

か
け
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、「
安
心
、
安
全

か
つ
活
力
あ
る
田
村
市
の
復
興
」
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
田
村
市
が
誕
生
し
て
10
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
、
新
市
建
設
計
画
お
よ
び
田
村
市

総
合
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
各
般
に
わ
た
り
事
業

が
展
開
さ
れ
、
計
画
の
具
現
化
が
図
ら
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
市
役
所
本
庁

舎
に
つ
い
て
も
、
今
年
12
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
交

流
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
庁
舎
に
な
る
も
の
と

確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
政
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
議
員
一
人

一
人
が
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
豊
か
さ
や
幸
せ
を
よ
り
実
感
で
き
る
生

活
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
、
本

年
が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
の
市
政
各
般
に
わ
た

る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
か
ら
多
く
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
放
射
能

の
被
害
は
、
市
民
の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
農
業
や

商
工
業
な
ど
、
未
だ
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
な
お
、
避
難
生
活

を
余
議
な
く
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
々
の
ご
心
労
の

日
々
を
拝
察
い
た
し
ま
す
と
、
田
村
市
の
復
興
と
市

民
の
皆
様
の
健
や
か
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を
取
り

戻
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
、
改
め
て
心
に
刻

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
田
村
市
震
災
等
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
田
村
市
放
射
線
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
長

期
に
わ
た
る
市
民
の
健
康
管
理
体
制
の
構
築
や
放
射

能
除
去
対
策
と
し
て
の
除
染
事
業
な
ど
各
種
事
業
を

進
め
、
さ
ら
に
は
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で
の

移
動
販
売
の
開
始
や
都
路
地
域
に
お
け
る
商
業
施
設

整
備
の
着
手
な
ど
、
都
路
町
民
の
方
が
安
心
し
て
帰

還
で
き
る
環
境
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
懸
念
さ
れ
て
い
た
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の
市

民
の
帰
還
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
春
を
め
ど
と
し
た

避
難
指
示
の
解
除
や
都
路
地
域
の
各
小
中
学
校
や
こ

ど
も
園
の
再
開
な
ど
、
復
旧
・
復
興
の
道
を
一
歩
一

歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
歩
ん
で
き
て
お
り
ま

　
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
活
動
に
対

し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て
そ
の
責
任
の
大
き
さ
を

日
々
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
適
切
な

監
視
は
も
と
よ
り
、
緊
急
な
課
題
に
応
じ
た
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
、
議
会
機
能
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
邁

進
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
議
会
は
、
議
員
定
数
を
26
人
か
ら
４
人
削

減
し
た
22
人
で
平
成
22
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
も
な

く
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、

行
財
政
改
革
や
議
会
の
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
特
に
議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ

ら
に
２
人
を
削
減
し
、
本
年
４
月
に
行
わ
れ
る
市
議

会
議
員
選
挙
か
ら
定
数
を
20
人
と
し
ま
し
た
。
今
後

も
真
に
市
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
べ
く
、
効
率
的
な
議
会
運
営

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
ま
も
な
く
２

年
10
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
に

２
千
２
百
余
の
市
民
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
市
民
が

互
い
に
絆
を
深
め
、
諦
め
る
こ
と
な
く
歩
み
を
進
め
、

平成２６年 
年頭のごあいさつ

田村市議会議長

　猪　瀬　　明
田 村 市 長

　冨　塚　　宥　
新春

　

新
た
な
市
の
礎
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

　

夢
ふ
く
ら
む
魅
力
的
な
田
村
市
に
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⑥
土
地
等
売
買
が
あ
っ
た
方

　
●
土
地
な
ど
の
売
買
契
約
書
ま
た
は
そ
の

　
コ
ピ
ー　

　
●
収
用
の
場
合
は
国
・
自
治
体
が
発
行
し

　
た
収
用
証
明
書

　

控
除
計
算
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
控
除

　
●
領
収
書
ま
た
は
支
払
金
額
が
分
か
る
も

　
の（
事
前
に
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）

　
●
お
む
つ
代
を
医
療
費
と
さ
れ
る
場
合
は
、

　
主
治
医
が
発
行
す
る
お
む
つ
使
用
証
明
書

　
（
証
明
書
様
式
は
税
務
署･

市
税
務
課
）

　
●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

　
（1）
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
「
指
定
介
護

　
老
人
福
祉
施
設
利
用
等
領
収
証
」

　
（2）
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
「
居
宅
サ
ー

　
ビ
ス
利
用
料
領
収
書
」

②
社
会
保
険
料
控
除　

　
●
国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
さ
れ
る
方
に

　
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
発
行
の
社
会
保

　
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書

③
生
命
保
険
料
控
除
…
Ｊ
Ａ
・
郵
便
局
・
生

　
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す
る
支
払
証
明
書

　
●
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た 

　
保
険
契
約(

新
契
約)

に
つ
い
て
は
、
控

　
除
額
の
計
算
方
法
と
控
除
の
最
高
額
が
変

　
わ
り
ま
し
た
。
控
除
の
最
高
額
は
12
万
円

　
所
得
計
算
に
必
要
な
も
の

①
農
業
所
得
が
あ
る
方

　
●
米
、
野
菜
、
乳
代
、
家
畜
な
ど
全
て
の

　
農
作
物
収
入
金
額
が
分
か
る
書
類

　
●
農
機
具
、
燃
料
費
、
肥
料
代
、
農
薬
代

　
な
ど
農
業
収
入
を
得
る
た
め
に
要
し
た
経

　
費
の
領
収
書

②
営
業
等
所
得
が
あ
る
方

　
●
収
支
内
訳
書

　
●
収
入
額
、
経
費
が
分
か
る
関
係
帳
簿
、

　
収
入
・
経
費
全
般
の
領
収
書

　
●
保
険
外
交
員
や
検
針
員
の
方
は
保
険
会

　
社
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
支
払
調
書

③
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

　
●
関
係
帳
簿
・
経
費
全
般
の
領
収
書

　
●
固
定
資
産
税
土
地
・
家
屋
課
税
明
細
書

　
（
な
い
場
合
は
固
定
資
産
税
公
課
証
明
書
）

④
給
与
所
得
・
年
金
受
給
者

　
●
勤
務
先
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
で
発
行

　
す
る
源
泉
徴
収
票　

　
●
雇
主
の
賃
金
支
払
証
明
書

⑤
保
険
金
を
受
け
た
方

　
●
受
取
保
険
金
額
お
よ
び
支
払
保
険
料
額

　
の
分
か
る
も
の 

　
（
保
険
料
の
支
払
者
と
保
険
金
の
受
取
人

　
の
関
係
で
相
続
税
や
贈
与
税
と
な
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
）

確
定
申
告(

所
得
税)

が
必
要
な
方

①
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②
不
動
産
所
得(

地
代
・
家
賃
収
入)

の
あ

　
る
方

③
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
の
あ
る

　
方

④
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得(

年

　
金
・
一
時
所
得
な
ど)

が
20
万
円
を
超
え

　
る
方

⑤
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
方

　
で
、
主
た
る
給
与
以
外
の
収
入
が
20
万
円

　
を
超
え
る
方

⑥
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る

　
方

⑦
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
を
超
え
る

　
方
、
ま
た
は
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万

　
円
以
下
で
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以
外

　
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　

    

２
月
17
日(

月)

か
ら
３
月
17
日(

月)

ま
で

平
成
26
年
度
市
・
県
民
税
の
申
告
、
平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
終
了
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
指
定
さ
れ
た
期
日
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

印
鑑
、
預
貯
金
通
帳(
本
人
名
義)

な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
給
与
所
得

者
の
方
で
も
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
年
の
途
中
で
退
職
し
て
、
年
末
調
整
を
受

　
け
て
い
な
い
方

　

(

給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
し
て
い
た
場

　
合
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、

　
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
）

②
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

　
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費(

実
費)

が

　
お
お
む
ね
10
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
医

　
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
雑
損
控
除
・
寄
附
金
控
除
・
政
党
等
寄
附

　
金
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

　
け
る
方

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
る
方
は
、
平
成
25
年
中
の
所
得
に
つ
い

て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

②
給
与
所
得
の
み
で
、
年
末
調
整
が
な
さ
れ
、

　
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

　
出
さ
れ
て
い
る
方

③
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ
の
支
払

　
い
先
か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

　
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

　
（
年
金
収
入
金
額
や
所
得
控
除
額
に
よ
っ

　
て
は
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

④
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
の
所
得
控
除
対
象

　
の
配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

　
方

●
遣
族
年
金
・
障
害
者
年
金
な
ど
の
非
課
税

　
収
入
の
み
の
方
や
、
収
入
の
な
か
っ
た
方

　
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行
う
こ
と
で
、

　
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
や
各
種
行
政
手

　
続
き
が
し
や
す
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

●
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
ま
た
は
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
収
入
が
な
く
、
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い

　
場
合 

②
扶
養
に
な
っ
て
い
る
が
収
入
が
あ
る
場
合

　
（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ
の
支

　
払
先
か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

　
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）

※
申
告
さ
れ
な
い
場
合
、
た
と
え
基
準
所
得

　
以
下
で
あ
っ
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
が
受
け

　
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
東
京
電
力
㈱
か
ら
受
け
る
賠
償
金
の
取
り

　
扱
い
に
つ
い
て

①
心
身
の
損
害
に
対
す
る
慰
謝
料
な
ど
の
賠

　
償
金
は
非
課
税
と
な
り
申
告
の
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

②
営
業
・
農
業
に
対
す
る
減
収
分
の
補
て
ん
、

　
追
加
費
用
の
賠
償
金
は
事
業
所
得
と
し
て

　
申
告
が
必
要
で
す
。

③
就
労
不
能
と
な
っ
た
給
与
な
ど
の
減
収
分

　
や
、
事
業
主
の
営
業
停
止
な
ど
で
直
接
、　

　
東
京
電
力
㈱
か
ら
支
払
い
を
受
け
た
も
の

　
は
一
時
所
得
に
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

        

市
・
県
民
税
申
告
、
所
得
税
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

　
に
な
り
ま
す
。
介
護
医
療
保
険
と
い
う
区

　
分
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

④
地
震
保
険
料
控
除
…
Ｊ
Ａ
・
保
険
会
社
な

　
ど
が
発
行
す
る
支
払
証
明
書

⑤
障
害
者
控
除

　
●
身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳

　
●
戦
傷
病
者
手
帳

　
●
要
介
護
認
定
者
は
障
害
者
控
除
対
象
者

　
認
定
書(

下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
●
新
規
…
新
築
家
屋
等
登
記
事
項
証
明

　
書
、
新
築
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
領
収

　
書
、
住
民
票
の
写
し
、
金
融
機
関
等
発
行

　
の
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

　
残
高
等
証
明
書
、(

増
改
築
の
場
合)

増
改

　
築
工
事
証
明
書

　
●
２
年
目
以
降
…
税
務
署
発
行
の
住
宅
取

　
得
等
特
別
控
除
証
明
書
、
金
融
機
関
等
発

　
行
の
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

　
末
残
高
証
明
書

　
※
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
」を
新
築
・
購

　
入
し
た
場
合
は
、
次
の
２
つ
の
控
除
の
う

　
ち
、
有
利
な
方
を
選
択
で
き
ま
す
。
申
告

　
相
談
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

<

受
け
ら
れ
る
税
額
控
除>

　
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
・
認
定
長
期
優
良
住
宅
新
築
等
特
別
税
額
控
除

⑦
雑
損
控
除
…
り
災
証
明
書
、
修
繕
な
ど
の

　
領
収
書
・
見
積
書
、
被
害
資
産
の
価
格
や

保
険
金
な
ど
の
金
額
が
分
か
る
も
の

　
そ
の
他
必
要
な
も
の
・
問
い
合
わ
せ

【
そ
の
他
必
要
な
も
の
】

　
●
印
鑑

　
●
預
貯
金
通
帳(
本
人
名
義)

な
ど
口
座

　
番
号
が
分
か
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
】

　
●
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

　
　
市
民
部 

税
務
課　

 

(
81
‐
２
１
１
９

　
●
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て

　
　
郡
山
税
務
署　

　
　
　
　
　
(
０
２
４-

９
３
２-

２
０
４
１

介護保険要介護認定を受けている方へ

　
　要介護認定を受けている 65 歳以上の方は、障害者手

　帳がなくても、市が発行する「障害者控除対象者認定書」
　を提示すると、障害者控除を受けることができます。
　　該当する方は、介護保険被保険者証をご持参の上、
　本庁介護福祉課または各行政局市民課、各出張所で申請
　してください。
　●問い合わせ
　保健福祉部 介護福祉課
　(82-1115 
　または各行政局市民課へ

要介護度 障害者の認定区分 備考
要介護５
要介護４ 特別障害者

要介護３ 特別障害者または
普通障害者

日常生活自立度により、
障害者の区分を判定

要介護２
要介護１ 普通障害者
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　　　　     　申告相談の受付日程

平成 26 年度市民税・県民税
( 平成 25 年分所得税 )
申告相談の受付時間は、午前９時から午後４時までです。
都路地区は避難されている方が多いことから、船引地区にも会場を設けました。
詳しくは、市民部税務課(81- 2119 または各行政局地域振興課にお問い合わせください。

国税については、申告書作成会場で申告相談を受け付けます。
平成 25 年分所得税の確定申告期間の申告作成会場は「南東北総合卸センター協同組合イベントホール」になります。
詳しくは、郡山税務署(024- 932- 2041( 自動音声案内 ) にお問い合わせください。

滝根行政局
 会場…滝根行政局　２階第１会議室
月 日 曜 対象地区

２

17 月
神俣町・関場

18 火

19 水
梵天川・中広土

20 木

21 金

和貢・大平・入新田１・２24 月

25 火

26 水
石神・原屋敷

27 木

28 金
菅谷駅前

３

3 月

4 火
入水・畑中

5 水

6 木
江川・糠塚

7 金

10 月

上郷・中郷11 火

12 水

13 木

作組・広瀬町・下組14 金

17 月

大越行政局
 会場…おおごえふるさと館　２階
月 日 曜 対象地区

２

17 月 五条・中・中上・遠上・新遠上・鬼五郎・大滝根

18 火 岡田・宮ﾉ前・竹之内・関場・牧野・荒屋敷

19 水 笹之町・鍛冶屋・原・後原・西之内・太夫田

20 木 南作・十郎内・北ノ内・日向・中ノ内・宮ノ下・境・植木・舘・長根

21 金 川向１～５・戸ノ内

24 月 後原・小久地

25 火 中原・原・中ノ目

26 水 下町・高屋敷・田子屋・洞入

27 木 大木内・入ノ作・泉沢・中森・檀野平・壇野平住宅・百目木沢
28 金 明部渕・古内・古内舘野

３

3 月 曲田・求中（三洞）・求中住宅

4 火 求中（白山）・求中団地・遠山口・寺川・山口

5 水 金山平・白石

6 木 五斗蒔・薬師堂・水神宮

7 金 前ノ沢・時田・槻木・元池住宅・久保田団地

10 月 元池１～７

11 火 蟹沢・駅前・鷹待田団地

12 水 町南・町北

13 木 岩崎住宅・水口・葉ノ木平・大田立

14 金 下内・湯田住宅

17 月 古町

常葉行政局
 会場…文化の舘ときわ　１階
月 日 曜 対象地区

２

17 月 久保・新田作18 火
19 水 関本・小檜山・早稲川20 木
21 金

堀田・黒川・田代24 月
25 火
26 水 山根27 木
28 金 西向（休石・下ノ内）・鹿山

３

３ 月
４ 火 西向（板橋・中・西美田）５ 水
６ 木 山田作・常葉１（荒町）７ 金
10 月 常葉１（中町）・石蒔田11 火
12 水 常葉２（上町１・２）13 木
14 金 予備日
17 月 予備日

都路行政局
 会場…2/17 ～20 船引公民館、2/24 ～3/17 都路行政局
月 日 曜 対象地区 会場

２

17 月 ９区（地見城・場 ・々合子）・８区（小滝沢）
18 火 古道地区（仮設住宅等）
19 水 岩井沢地区（仮設住宅等）
20 木 大久保地区（仮設住宅等）
21 金 会場移動日
24 月 １０区（大久保・頭之巣）25 火
26 水 １区（西戸・松葉・平内地・大槻）27 木
28 金 ５区（上道之内）

３

3 月 １２区（下山口・上山口・石橋）
4 火 ４区（強梨・持藤田）
５ 水 ６区（下道之内・石黒）
６ 木 １１区（馬洗戸・南）
７ 金 ３区（平蔵内・言神）
10 月 ７区（新町・横町）11 火
12 水 ８区（戸屋・小滝沢）13 木
14 金 ９区（地見城・場々・合子）
17 月 ２区（中作）

船引行政局
月 日 曜

日
対象地区 地区

( 受付会場 )午前 午後

２

17 月 文珠 文珠
(文珠出張所)18 火 石森

19 水 鹿又１
美山

(美山出張所)20 木 鹿又２ 長外路
21 金 鹿又３
24 月 門鹿

瀬川
(瀬川出張所)

25 火 大倉
26 水 新舘
27 木 石沢
28 金 中山

移
(移住民センター)３

3 月 横道
４ 火 上移
5 水 北移
6 木 南移

月 日 曜
日

対象地区 地区
( 受付会場 )午前 午後

２

17 月 要田 荒和田 要田
(要田出張所)18 火 笹山

19 水 今泉 ( 川東 ) 今泉
(今泉集会所)20 木 今泉 ( 川西 )

21 金 井堀 永谷

七郷
(七郷出張所)

24 月 上郷 遠山沢
25 火 下郷 大堀
26 水 上区 本郷
27 木 椚山
28 金 芦沢西

芦沢
(芦沢出張所)

３

3 月 芦沢中 芦沢東
4 火 芦沢南 芦沢北
5 水 春山 (1 区 ) 春山

(船引公民館)6 木 春山 (2 区 )
7 金 小沢 板橋

船引
(船引公民館)

10 月 北区
11 火 大町 中町
12 水 上町
13 木 栄町
14 金 下里
17 月 予備日

 

船
引
公
民
館

   

第
１
研
修
室

都
路
行
政
局　
２
階
大
会
議
室
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震災復興 田村っ子の元気を支援する事業
■市内７中学校 子

ど
も
た
ち
の

　
　
元
気
を
サ
ポ
ー
ト

先
月
号
に
引
き
続
き
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
支
援
す
る「
田
村
っ
子

の
元
気
を
支
援
す
る
事
業
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
、25
年
度
に
行
っ
た
市
内
７
中
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

船
引
中
学
校
で
は
、
学
年
ご
と

に
裏
磐
梯
に
行
き
、
桧
原
湖
や
五

色
沼
周
辺
を
自
然
に
親
し
み
な
が

ら
散
策
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

散
策
路
周
辺
の
樹
木
の
種
類
が
田

村
市
と
は
異
な
り
ブ
ナ
や
カ
エ
デ

が
多
い
こ
と
や
、
桧
原
湖
や
五
色

沼
が
磐
梯
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で

き
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
猪
苗
代
町
の
施
設
を
利
用
し

て
芋
煮
会
を
行
う
な
ど
、
秋
の
一

日
を
自
然
に
触
れ
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

移
中
学
校
で
は
本
事
業
を
活
用

し
、
劇
団
四
季
の「
キ
ャ
ッ
ツ
」
を

観
劇
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

迫
力
の
演
技
や
歌
唱
力
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
演
出
の
ス
テ
ー
ジ
を
生

で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
素
敵
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
大

き
な
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
物
の
舞
台
芸
術
を
観
劇
す
る

機
会
と
な
っ
た
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
生
徒
を
表
現
力
豊
か
に
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

常
葉
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
健

や
か
な
身
体
を
育
成
す
る
た
め
に
、

部
活
動
を
奨
励
し
、
部
活
動
ご
と

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
練
習
の
仕
方

や
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で
日
々
の
練

習
に
生
か
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
人
戦
で
は
サ
ッ

カ
ー
部
が
優
勝
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
２
位
、
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
３
位

に
入
賞
す
る
な
ど
、
生
徒
の
体
力

や
技
術
力
が
著
し
く
向
上
し
ま
し

た
。

　
10
月
22
日(
火)

に
全
校
生
徒
で

岩
手
県
へ
の
見
学
学
習
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
平
泉
方
面
に
は
中
尊

寺
や
毛
越
寺
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

名
所
旧
跡
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

笑
顔
で
見
学
し
て
い
る
生
徒
の

姿
か
ら
は
、
さ
ら
に
元
気
に
な
っ

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
生
徒
の

成
長
し
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
、
充

実
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。　

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
滝
根
中
学

校
で
は
、
学
年
別
の
学
習
旅
行
を

行
い
ま
し
た
。
１
年
生
は
日
光
東

照
宮
と
日
光
江
戸
村
、
２
年
生
は

筑
波
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
・
国
土

地
理
院
、
３
年
生
は
中
尊
寺
と
毛

越
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
で
は
、
な
か
な
か

足
を
運
べ
な
い
史
跡
や
名
所
、
科

学
施
設
な
ど
を
訪
れ
、
生
徒
た
ち

は
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
都
路
中
学
校
で
は「
目
標
を
持
っ

て
地
道
に
努
力
を
重
ね
る
」と
い
う

ね
ら
い
を
実
現
さ
せ
る
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
磐
梯
山
の
登
山
の
予

定
で
し
た
が
、
天
候
が
急
変
し
て

吾
妻
小
富
士
に
場
所
を
替
え
、
一

人
一
人
が
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
頑
張
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
荒
々
し
い

噴
火
口
や
立
ち
の
ぼ
る
噴
煙
を
目

の
当
た
り
に
す
る
な
ど
、
生
徒
に

と
っ
て
は
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ

る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
で
、
い
わ
き
方
面
へ

の
学
習
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
産
い
わ
き
工
場
で
は
、
ほ
ぼ

無
人
化
さ
れ
た
先
進
的
エ
ン
ジ
ン

作
り
を
見
学
し
、
か
ま
ぼ
こ
工
房

で
は
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
か

ま
ぼ
こ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
で
、

見
学
と
世
界
最
大
級
の
タ
ッ
チ

プ
ー
ル「
蛇
の
目
ビ
ー
チ
」
の
体
験

活
動
を
し
、
秋
の
い
わ
き
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
船
引
中
学
校

　
移
中
学
校

　
常
葉
中
学
校

　
船
引
南
中
学
校

　
滝
根
中
学
校

　
都
路
中
学
校

　
大
越
中
学
校
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な
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

滝
根
中
学
校

　

自
分
は
ア
メ
リ
カ
で
、
日
本

と
の
文
化
の
違
い
や
同
じ
と
こ

ろ
、
そ
れ
に
気
候
や
自
然
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る

歴
史
な
ど
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
ア
メ
リ
カ

の
こ
と
を
学
び
、
感
じ
と
り
、

そ
れ
ら
を
生
か
し
て
、
今
度
は

自
分
が
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
教

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
人
が
海
外

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

滝
根
中
学
校　

　

学
校
交
流
で
は
話
す
言
語
が

違
っ
て
い
て
も
伝
わ
る
こ
と
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
生
徒
は
と
て
も
話
す
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
僕
た
ち
に
対
し
て
は
、

ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

難
し
い
文
法
を
簡
単
な
文
に
作

り
か
え
て
言
い
直
し
て
く
れ
た

り
も
し
ま
し
た
。

　

授
業
風
景
は
黒
板
で
は
な
く
、

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
授
業
を

し
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
が
、

何
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
生
徒
の
発

言
す
る
頻
度
が
多
い
の
に
驚
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
積
極
的

 

友
情
と
理
解
を
深
め

   

世
界
に
は
ば
た
く
人
材
に

マンスフィールドコース

　◆日　程　10月 6日～ 10月15日
　◆テーマ　「国際交流」
　◆研修生　２６人

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

滝
根
中
学
校

　

日
本
と
は
全
く
違
っ
て
い
ま

し
た
。
街
並
は
少
し
古
い
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
し
た
が
、
日
本

よ
り
も
統
一
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
た
の
は
、
初
め
て
ア

メ
リ
カ
を
五
感
で
感
じ
て
楽
し

み
、
異
国
の
文
化
を
学
べ
た
こ

と
で
す
。
雨
が
降
っ
た
こ
と
も

一
つ
の
よ
い
思
い
出
と
な
り
、

充
実
し
た
十
日
間
で
し
た
。

滝
根
中
学
校

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
よ

り
も
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
特

に
感
じ
た
の
は
、
私
た
ち
の
た

め
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ば
か

り
で
な
く
、
お
店
の
人
も
一
緒

に
な
っ
て
お
土
産
を
探
し
て
く

だ
さ
っ
た
と
き
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
そ
れ
を
私
が
将

来
、
接
客
す
る
仕
事
に
就
い
た

と
き
に
実
行
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
国
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
、

文
化
、
言
語
が
全
然
違
っ
て
い

て
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
使

え
ば
相
手
に
伝
わ
る
の
で
、
ど

ん
な
人
で
も
心
が
通
じ
る
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
将
来
国
際
的
な
仕
事
に

就
い
て
役
立
て
た
い
で
す
。

滝
根
中
学
校

　

他
の
中
学
校
の
生
徒
と
の
交

流
も
で
き
た
し
、
自
分
が
こ
の

研
修
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た

の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
か

ら
み
ん
な
に
認
め
ら
れ
る
か
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
終
わ
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
改

め
て
ア
メ
リ
カ
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

　

他
校
の
友
達
も
で
き
た
の
で
、

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

大
越
中
学
校

　

国
際
交
流
を
通
し
て
、
今
ま

で
の
自
分
の
中
の
狭
か
っ
た
世

界
が
少
し
広
が
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
と
て
も
大
切
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
学
校
交
流
で
学

ん
だ
「
自
分
で
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
の
「
親
切
に
接
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」
を
学
校
生
活
で
生

か
し
て
い
き
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
目
を
向
け
て
自
分
の
視
野

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

未来を担う本市の中学生を対象に、本年度は２コースの研修事業を
行いました。
異文化や外国人との交流をとおして研修生が見て、話して、感じとっ
たことなど、貴重な体験をまとめた報告の中から一部を抜粋して紹
介します。

■田村市 英語が使える人材育成事業

２年
石田 純大郎

３年
佐藤 公亮

２年
横田 奈那子

２年
山﨑 武志

２年
斎藤 幸菜

３年
鈴木 達郎

アートセンター

ジョージタウン大学

国会議事堂前

お別れパーティー お別れパーティー

アーリントン墓地
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大
越
中
学
校

　

今
回
の
研
修
で
、
英
語
で
の

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
た
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
相
手
の
言
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語

を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

大
越
中
学
校

　

ア
メ
リ
カ
の
人
は
み
ん
な
と

て
も
優
し
く
親
切
で
目
が
合
う

と
自
然
に
笑
い
か
け
て
く
れ
た

り
、
お
金
の
数
え
方
が
分
か
ら

な
く
な
る
と
、
お
店
の
人
が
手

伝
っ
て
く
れ
た
り
と
、
私
の
中

常
葉
中
学
校

　

ど
こ
の
国
で
も
あ
い
さ
つ
は

大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
英
語

は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
で
な
く
て

も
、
あ
い
さ
つ
だ
け
で
気
持
ち

が
相
手
に
も
伝
わ
る
の
で
、
あ

い
さ
つ
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は

「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
」
を
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
普
通
に
英
語
が

伝
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
相
手
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
、
相
手
に
伝
わ
る

よ
う
に
英
語
を
も
っ
と
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

常
葉
中
学
校

　

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る

学
校
の
授
業
は
、
生
徒
が
一
人

一
人
真
剣
に
取
り
組
み
、
自
分

の
意
見
を
き
ち
ん
と
持
ち
、
ま

に
「
ア
メ
リ
カ
の
人
＝
優
し
い

人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来

上
が
る
ほ
ど
、
み
ん
な
親
切
で

気
さ
く
で
、
良
い
人
ば
か
り
で

し
た
。
言
葉
が
違
っ
て
も
「
笑

顔
は
万
国
共
通
な
ん
だ
な
」
と

思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
文

化
は
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
笑
顔
で
心

が
和
み
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
本
当
に
い
い
国

で
し
た
。

大
越
中
学
校

　

ア
メ
リ
カ
の
方
々
は
、
初
対

面
の
人
に
も
笑
顔
で
優
し
く
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。
目
が
合
う

だ
け
で
「
Ｈ
ｉ
！
」「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ

ｏ
！
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

全
く
知
ら
な
い
私
た
ち
に
も
家

族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
り

し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
そ
の
よ
う
な
優

し
い
接
し
方
な
ど
を
、
友
達
や

家
族
、
初
め
て
会
う
人
に
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
努
力
し
て

た
、
進
ん
で
発
表
し
て
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
学
習
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

授
業
の
内
容
は
日
本
と
違
っ

て
、
一
つ
の
言
語
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
言
語
を
勉
強

し
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
し
、

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
の
中
学
生
は
、
先
生
に
言
わ

れ
る
前
に
自
分
で
考
え
て
行
動

し
て
い
て
、
そ
こ
が
日
本
と
は

違
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
も

ア
メ
リ
カ
の
中
学
生
を
見
習
っ

て
、
自
分
で
考
え
て
行
動
し
た

り
、
自
分
の
意
見
を
主
張
し
た

り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

常
葉
中
学
校

　

ア
メ
リ
カ
の
食
べ
物
は
お
肉

ば
か
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、

果
物
や
野
菜
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
い
て
、
食
習
慣
も
日
本

と
似
て
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
私
た
ち
に
わ
か
り
や

す
い
英
語
の
単
語
を
言
っ
て
、

一
生
懸
命
理
解
さ
せ
よ
う
と
し

い
き
た
い
で
す
。

都
路
中
学
校

　

私
は
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、

今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
英
語
や
ア

メ
リ
カ
の
文
化
や
習
慣
へ
の
興

味
が
高
ま
り
ま
し
た
。
言
葉
は

違
っ
て
い
て
も
相
手
を
思
う
気

持
ち
は
同
じ
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

で
も
英
語
を
使
っ
て
生
活
す

る
の
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。

も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し

た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
英
語
の
学
習
、
そ
し

て
将
来
の
自
分
の
夢
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

て
く
れ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
し
て
く
れ

た
り
し
ま
し
た
。
私
も
積
極
的

に
質
問
な
ど
を
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
た
く
さ
ん
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
今
ま
で
以
上

に
英
語
を
学
び
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

船
引
南
中
学
校

　

今
回
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
す
ご

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ア

ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
と
牧
先
生

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
私

た
ち
は
ア
メ
リ
カ
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
す
ご

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
や
、
こ
の
研
修
を
支

え
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

は
、
と
て
も
良
い
人
ば
か
り
で

し
た
。
日
本
か
ら
来
た
誰
だ
か

分
か
ら
な
い
私
た
ち
に
親
切
に

し
て
く
だ
さ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

み
な
さ
ん
の
よ
う
に
、
知
っ
て

い
る
人
で
も
知
ら
な
い
人
で
も

助
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
い
ろ
ん
な
こ
と
に
役
立
て

た
い
で
す
。

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

マンスフィールドコース

　◆日　程　10月 6日～ 10月15日
　◆テーマ　「国際交流」
　◆研修生　２６人

２年
坪井 優佳

２年
山下 侃奈

２年
湊 真奈

２年
遠藤 亜美

２年
青木 汐里

２年
吉田 瑞姫

２年
松本 彩花

２年
宗像 麻里奈

セント・ピーターズスクール ( 写真上下・左右） セントラル小学校 ジャック・オ・ランタン作り ( 写真上下 ) ホワイトハウスとゼロ・マイルストーン セント・ピーターズスクール

ジャック・オ・ランタン作り
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船
引
南
中
学
校

　

今
回
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

市
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
の
は
、
冨
塚
団
長
や

副
団
長
の
牧
先
生
、
教
育
委
員

会
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

僕
は
将
来
通
訳
も
し
く
は
英

語
な
ど
の
外
国
語
に
関
わ
り
の

あ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

牧
先
生
が
行
っ
て
い
る
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
「
国
際
交
流
」

事
業
な
ど
を
自
分
で
企
画
す
る

な
ど
、
田
村
市
で
な
い
所
で
も
、

こ
の
よ
う
な
研
修
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

船
引
南
中
学
校

　

私
た
ち
が
訪
問
し
た
小
・

船
引
中
学
校

　

私
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
す

る
前
は
不
安
な
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
出

会
う
方
々
が
本
当
に
親
切
に
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
と

て
も
貴
重
な
研
修
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
地
は
、
広
大
で

自
然
も
多
く
、
ま
た
、
都
市
部

は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
住
み
や

す
そ
う
な
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

日
本
と
異
な
る
国
の
文
化
に
触

れ
て
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
な
ど
が
分

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

船
引
中
学
校

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に

中
・
高
の
学
校
で
感
じ
た
こ
と

は
、
ど
の
生
徒
も
明
る
く
活
発

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
校
内
を
見
学
し
て
い
る
と
き

に
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た

り
、
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
す

る
生
徒
が
と
て
も
多
か
っ
た
で

す
。
中
学
校
で
は
、
生
徒
と
ペ

ア
に
な
っ
て
行
動
し
ま
し
た
。

と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
て
、

私
が
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
な

く
て
悩
ん
で
い
る
と
「
こ
う
い

う
こ
と
が
言
い
た
い
の
」
と
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
交
流
研
修
を
通
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
生
徒
は
私
た

ち
が
見
習
う
べ
き
点
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

船
引
中
学
校

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本

に
は
な
い
文
化
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
て
大

変
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
日
が

た
つ
に
つ
れ
、
慣
れ
る
こ
と
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ

う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

完
璧
な
英
語
で
な
く
て
も
、
伝

え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
人
と

の
関
係
を
つ
く
る
第
一
歩
な
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
英
語
力

を
磨
け
ば
、
も
っ
と
自
分
が
言

い
た
い
こ
と
を
正
確
に
伝
え
ら

れ
た
の
に
、
と
思
う
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
苦
手
意
識
の
あ
っ

た
英
語
の
学
習
で
す
が
、
今
回

の
研
修
を
通
し
て
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た

め
に
、
積
極
的
に
学
習
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

船
引
中
学
校

　

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
マ
ク

ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
の
家
で
は
、
毎

朝
私
た
ち
を
起
こ
し
て
く
れ
る

な
ど
、
手
厚
く
も
て
な
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
お
願
い

を
す
る
と
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
た
ち
自
身
が
伝
え
ら

れ
る
感
謝
の
気
持
ち
を
精
一
杯

で
き
、
相
手
の
言
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
を
中
学
２

年
生
で
す
る
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

将
来
に
い
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。

船
引
中
学
校

　

僕
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、

世
界
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
研
修
で
僕
は
、
実
際

に
体
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ

と
、
得
ら
れ
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
言
葉
が
わ
か
ら
な
い

僕
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。
何
も
か
も
が

初
め
て
で
、
違
う
言
語
、
違
う

環
境
だ
け
ど
、
人
は
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
人
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
た
い
こ
と
を
伝

え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ

伝
え
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
学
ん
だ
こ

と
は
感
謝
の
気
持
ち
を
ち
ゃ
ん

と
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

こ
れ
か
ら
日
本
の
生
活
で
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

船
引
中
学
校

　

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
で
す
。

初
め
は
英
語
を
聞
き
取
る
こ
と

だ
け
で
精
一
杯
で
、
ど
の
よ
う

に
返
事
や
反
応
を
返
せ
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
く
て
、
会
話
が
続

か
ず
困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て

い
っ
て
、
相
づ
ち
や
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
を
し
な
が
ら
楽
し
く
会
話
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
、

と
て
も
優
し
く
て
、
何
も
分
か

ら
な
い
私
に
、
丁
寧
に
ゆ
っ
く

り
と
家
で
の
過
ご
し
方
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

の
貴
重
な
体
験
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

マンスフィールドコース

　◆日　程　10月 6日～ 10月15日
　◆テーマ　「国際交流」
　◆研修生　２６人

２年
渡辺 和海

２年
半澤 宏貴

２年
佐藤 理湖

２年
渡邉 大将

２年
平野 翔

２年
樽井 悠

２年
吉田 葵

２年
柏原 隆

マディスン・ハイスクール ( 写真上下 ) マウントバーノン ( ジョージ・ワシントン私邸 ) ホームステイ

ペンタゴンモール

マンスフィールド市図書館

マンスフィールド市議会 マンスフィールド市長表敬訪問

マンスフィールド市長表敬訪問 リッチランド郡長表敬訪問
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滝
根
中
学
校　

　
　

１
年　

草
野
佑
太

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
英
語
も
な
か
な
か
面

白
い
と
感
じ
た
こ
と
で
す
。
研

修
当
初
、
正
直
、
僕
は
英
語
は

好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
、
自

分
が
当
初
考
え
て
い
た
英
語
よ

り
楽
し
い
、
面
白
い
と
い
う
こ

と
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
将
来
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
大
越
中
学
校　

　
　

１
年　

猪
狩
志
織

　

一
つ
一
つ
の
授
業
が
全
部
楽

し
い
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か
英

■天栄ブリティッシュヒルズ研修

British Hills

③④⑤

② ①

■レッスン(サバイバル・イングリッシュ)…①
■レッスン(トーク・アバウト・ユアセルフ)…②
■ブリティッシュ・スポーツ…③
■クッキング…④
■研修生の皆さん…⑤

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ス

◆
日
程　

７
月
27
日
～
７
月
29
日

◆
テ
ー
マ　
「
英
語
研
修
と

　
　
　
　
　
　
　

異
文
化
体
験
」

◆
研
修
生　

28
人

か
不
安
で
し
た
。
で
も
、
ど
の

中
学
校
の
方
も
と
て
も
優
し
そ

う
で
し
た
。
そ
れ
で
、
す
ぐ
に

た
く
さ
ん
の
人
と
友
達
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て

や
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
初
め
て

覚
え
た
単
語
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
研
修
に
行
っ
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
習
っ
た
こ
と
を
生
か

し
て
、
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

   

船
引
中
学
校　

２
年　

木
幡
菜
の
か

　

私
は
、
研
修
前
に「
英
会
話

に
慣
れ
、
他
国
の
人
々
と
親
し

み
、
研
修
を
楽
し
む
」と
い
う
目

標
を
立
て
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン

を
何
度
か
受
け
て
い
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
外
国
人
の

先
生
方
が
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
外

国
人
と
す
れ
違
う
た
び
に
、
あ

い
さ
つ
な
ど
簡
単
な
英
会
話
を

積
極
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、

楽
し
い
研
修
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
勉
強
や
生
活
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

食
事
も
全
て
お
い
し
く
て
、
ず
っ

と
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
居
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
や
友

達
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
、
改
め
て
研
修
に
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ

行
き
た
い
で
す
。
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
常
葉
中
学
校　

　
　

１
年　

鎌
田
里
奈

　
私
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ

プ
の
店
員
さ
ん
の
英
語
が
、
結

構
速
く
て
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

の
で
、
研
修
で
教
わ
っ
た「
モ

ア 

ス
ロ
ー
リ
ー 

プ
リ
ー
ズ
」と

お
願
い
し
た
ら
、
わ
か
っ
て
く

れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
し
、

研
修
で
教
わ
っ
た
こ
と
が
役
に

立
っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
や
っ
ぱ
り
英
語
は
楽
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
都
路
中
学
校　

　
　

１
年　

本
田
夏
菜

　

私
は
最
初
、
友
達
が
で
き
る

船
引
中
学
校

　

実
際
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て

み
て
、
自
分
の
話
す
英
語
が
全

然
理
解
し
て
も
ら
え
な
く
て
、

改
め
て
勉
強
が
足
り
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
今

ま
で
以
上
に
勉
強
を
し
、
機
会

が
あ
っ
た
ら
も
う
一
度
ア
メ
リ

カ
に
行
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
活
発
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
で

す
。

船
引
中
学
校

　

ま
ず
、
こ
の
研
修
が
牧
先
生

と
ア
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
の
長

年
の
交
流
で
始
ま
り
、
そ
れ
が

今
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
に
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
長
年

の
歴
史
あ
る
国
際
交
流
の
研
修

に
参
加
し
、
様
々
な
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　

英
語
の
勉
強
が
も
っ
と
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
思

い
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う

国
の
文
化
や
生
活
を
体
験
し
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
今
回

の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、

文
化
の
違
い
を
学
ん
だ
り
、
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
会
話
し
た
り
と
、
こ
の

研
修
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

船
引
中
学
校

　

国
際
交
流
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
自
分
の
気
持
ち
や
考
え

を
相
手
に
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
で
す
。

　

日
本
に
い
る
と
き
は
あ
ま
り

気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
み
る

と
そ
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、他
の
国
の
人
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
も
礼
儀
の
一
つ
だ
と
考
え

て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
自
分
の
意
志

を
言
葉
で
言
え
る
人
に
な
り
た

い
と
を
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
英
語
を
勉
強

し
て
、
将
来
英
語
に
関
わ
る
仕

事
に
就
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

移
中
学
校

　

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

明
る
く
優
し
い
人
た
ち
で
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
く
れ
た

り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
達
な
ど

を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
私
た
ち
と
一
生
懸

命
話
そ
う
と
し
て
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
も

諦
め
な
い
で
伝
え
よ
う
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■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

マンスフィールドコース

　◆日　程　10月 6日～ 10月15日
　◆テーマ　「国際交流」
　◆研修生　２６人

３年
渡辺 梨加

３年
渡辺 大希

２年
石井 貴保己

３年
佐久間 涼

レキシントン・ジュニアハイスクール ( 写真上下・左右 )



Tamura 1819 Tamura January.201419

　市内１６小学校の４年生３４５人が一堂に会した「第５回
田村市小学校童謡・唱歌音楽祭」が１１月２０日、市文化セ
ンターで開かれました。「田村の四季を歌おう」をテーマに、
めだかの学校や牧場の朝、里の秋、たき火など四季折々の
童謡や唱歌１６曲が披露され、ホールに美しいハーモニー
が響きました。合唱の合間には、市民から寄せられた童謡
と唱歌にまつわるエピソードが、田村市の四季の風景や子
どもたちの集合写真の映像と併せて紹介されました。また、
吉田いくよさん ( ヴォイス・プロ代表 ) の朗読による「モチ
モチの木 ( 斎藤隆介作）」など４編の読み聞かせも行われま
した。最後は保護者や高齢者学級参加者などが子どもたちと一緒に「ふるさと」を大合唱し、心を一つ
に感動を味わっていました。

　大越中学校女子バスケットボール部が新人戦県大
会で見事優勝しました。板橋校長と小針コーチ、選
手７人が１１月２７日に市役所を訪れ、冨塚市長に
優勝の報告をしました。
　キャプテンの佐藤由佳さんが「選手みんなが練習
の成果を発揮して、優勝を勝ち取ることができまし
た。東北大会では応援してくれる皆さん、学校や田
村市の期待を背負って精一杯頑張ってきます」と力
強く決意を述べました。キャプテンの佐藤さんと副
キャプテンの白石貴沙さんの２人は、県大会優秀選
手にも選ばれました。 東北大会は来年１月１１日か

ら１３日まで秋田県横手市で開かれ、福島県からは上位２チームの大越中と郡山三中が出場します。
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　１１月２６日に満百歳を迎えられた佐藤千
代さん ( 船引町長外路）に県から県知事賀寿
と記念品、市から賀寿と祝金が贈られました。
また、市社会福祉協議会、市老人クラブ連合
会、船引町老人クラブ連合会、長外路長寿会、
美山地区、長外路行政区から、それぞれ賀寿
と祝金が贈られ、千代さんはにこやかに賀寿
などを受けられました。長寿の秘訣は「おい
しい水を飲み、体を動かすこと」とのことです。

　石井誠さんの高齢者叙勲の伝達式が、１１
月２９日に大越町下大越の自宅で行われまし
た。県中地方振興局の熊本局長から「旭日単
光章」の勲章と勲記の伝達が行われ、冨塚市
長が立ち会いました。石井さんは、昭和４８
年から５８年までと６２年から平成３年まで
大越町議会議員を務めました。その間、大越
町議会副議長などを歴任し、議会の適正な運
営と地方自治の振興に尽くされました。

　田村市夢大使まちづくり懇談会が１１月
２６日、東京の中野サンプラザで開かれま
した。夢大使は、首都圏在住の市出身者や
本市にゆかりのある方を観光ＰＲ応援者と
して委嘱し、１２人で構成されています。 
　今回は１０人の大使が参加し、冨塚市長
をはじめ市職員と意見を交わしました。今
回のテーマは「観光施設への誘客を図るイ
ベント事業の展開について」で、始めに市
の観光施設やイベントの状況、復興の現状
が紹介され、その後に自由な意見が出され

ました。夢大使からは「田村市と言ってもどこに位置するのか知名度が低いので、福島県の田村市とい
うことを強くＰＲしてはどうか」「インターネットの時代であることからメッセージ性が強いホームペー
ジにしてはどうか」などが提案されました。市からは冨塚市長、志村副市長、梅澤産業部長、吉田商工
観光課長が参加しました。
　出席した大使は次のとおりです ( 敬称略、順不同 )。遠藤隼人 ( ふるさと滝根会会長 )、橋本逸男 ( 日本ラオス協
会会長 )、井上あずみ ( 歌手 )、吉野ヨシ子 ( 彫刻家 )、志田修 ( 東京ふねひき会会長 )、根本利英 ( ふるさとおおごえ会顧問 )、
白岩常志 ( ふるさと常葉会会長）、渡邊晃 ( ふるさと都路会会長 )、小川もこ ( ＤＪ、パーソナリティ )、南礼子 ( 歌手 )
　※都合により欠席の大使は、紅晴美 ( 歌手）、柳家小ゑん ( 落語家 ) です。

末永くお元気で　佐藤千代さんに百歳賀寿

石井誠さんに「旭日単光章」

夢大使が「田村市の観光」を応援

大越中女子がバスケットボールで優勝

ホールに響く感動の歌声

ホンダカーズ福島が進出

　田村西部工業団地に用地を取得する自
動車販売の株式会社ホンダカーズ福島 ( 本
社・郡山市 ) と県との土地売買契約締結式
が１１月１１日、福島市で行われました。
　式には齋藤庄司社長 ( 写真中央 ) と県企
業局の小松信之局長 ( 写真左 ) が出席し、
冨塚市長が立ち合い、土地売買契約書に署
名しました。
　同社が取得した用地面積は約 3 万２千
㎡で、敷地には納車前の車に周辺部品など
を取り付けるサービスセンターを新設しま
す。操業開始は来年４月の予定で、新たな
雇用として７人を見込んでいます。

トッキュウが安全祈願祭

　田村西部工業団地に立地している株式会
社トッキュウが福島営業所第二配送セン
ターの新設を決め、１２月３日に安全祈願
祭を行いました。関係者がくわ入れを行い、
冨塚市長などが玉串をささげて工事の安全
を祈りました。
　トッキュウは平成２０年に建築資材であ
る複層ガラスの物流を担うため操業を開
始。今回拡張の配送センターは、北海道か
ら関東までと中部・関西間の重要な中継点
として位置づけられており、物流倉庫の面
積は拡張前の約２倍に広がります。完成は
来年５月で、同年６月から稼働予定です。
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手作りのおいしさに感動

笑いは元気の源

伝統を学び、受け継ぐ

　手作りウインナー教室を１１月９日、文
化の舘ときわで行いました。参加者はハム
工房都路の高橋工場長に指導を受け、羊腸
に混ぜ合わせた無添加の種を詰め、くるく
るとねじりプレーンとハーブ入りウイン
ナーを仕上げ、その場で試食しました。

　男快の世代教室が１１月７日に開かれま
した。日本笑い学会の口福亭龍笑さんが講
師を務め、笑いが健康に良いことや目標を
持ち何事も前向きに物事をとらえる柔軟な
考え方、親族を基にした楽しい話、数々の
エピソード、マジックを披露しました。

　「正月飾り作り／もちつき」が１２月７日、
市歴史民俗資料館で行われました。参加
した子どもたち約４０人は、船引町ボラン
ティア会の指導でワラを使って、しめ縄作
りを体験しました。千本ぎねを使った餅つ
きも体験し、伝統文化に親しみました。

　都路支部第７回文化発表会が１１月２４
日、都路公民館ホールで開かれ、各団体の
歌や踊りが披露されました。地元で生活し
ている人や避難先からの観客が久しぶりの
再会を喜び、最後は恒例となる田村盆歌の
踊りで出演者と観客が一体となりました。

　北区長命会の会員３３人が二本松方面の
移動学習会に参加しました。和紙の紙すき
体験や和紙のはがき作り、なし・ぶどう狩
り、道の駅を視察。磐梯吾妻スカイライン
は雨の中での移動でしたが、つばくろ谷か
らの絶景を眺め、大自然を満喫しました。

　前川清・石原詢子コンサート 2013 in 田
村が１２月１日、市文化センターで開かれ、
昼・夜の部共に大勢の方が来場しました。
　ステージは前川清・石原詢子さんの歌声
と楽しいトークで盛り上がり、観客からは
惜しみない拍手と歓声が送られました。

都路で楽しいひととき

新鮮な感動と体験

名曲に聴きほれる

大越で交通死亡事故ゼロ 3,000 日達成

大田区イベントで田村の産品をＰＲ

　大越町管内では、平成２５年１２月３日午前０
時をもって、交通死亡事故ゼロ 3,000 日を達成し
ました。この達成を記念して、交通安全協会大越
支部・大越町交通安全母の会合同による街頭キャ
ンペーンが行われ、１日でも長く記録が更新され
るよう安全運転を呼びかけました。
　その後開催された祝賀会では、今後もこの記録
が継続し尊い命が守られるように決意を新たにし
ました。

　大田ふれあいフェスタが１１月１６・１７日、東京都大田区
平和島の平和の森公園で開かれました。田村市からは、商工観
光課と農林課、( 株 ) まちづくりふねひき、各商工会女性部、上
濃屋製麺が参加しました。
　両日共に天候に恵まれ、市の農産物や特産品をはじめ、ハム
工房都路のハム製品や上濃屋製麺のうどん、滝根町の「まんがこ
汁」などを販売しました。来場者の反響もよく、時折行列ができ
る場面も見られました。
　ステージイベントでは、滝根町商工会女性部のあぶくま太鼓

「紅組」が出演し、その力強い演奏で観衆を魅了しました。３回
目の出展となった今年は、会場に冨塚市長も訪れ、東京在住の
東京ふねひき会会長や役員、夢大使にご協力いただき、一緒に
パンフレットを配布しました。多くの方に魅力ある商品を紹介
でき、元気な田村の姿をＰＲできました。

　田村署管内の年末年始の事件・事故防止運動
の合同出動式が１２月２日、リオンドール船引
店駐車場で行われました。式には約２５０人が
参加し、関係者あいさつの後、県警音楽隊・カ
ラーガード隊が演奏と踊りを披露しました。音
楽大学で声楽を学ぶ善方華美さんが「花は咲く」
を独唱し、船引町の安藤勝・ハル子さん夫妻が
安全宣言しました。全員で「青い山脈」を合唱し
た後、広報車などがパトロールに出発しました。

美山小学校で桜を植樹 事件事故のない年末年始に

　震災地域における学校教育環境向上のための
緑化事業助成で、緑の少年団活動に積極的に取
り組んでいる美山小学校が選ばれ、１２月９日
に桜を植樹しました。植樹式では大舟木校長、
渡辺県緑化推進委員事務局長、栗城全労済県本
部長があいさつし、団長の大山颯太さん ( ６年 )
が団の制服を受け取り、「緑あふれる学校になる
ように、全校児童で頑張ります」とお礼を述べ
ました。植樹には少年団に所属する５、６年生
３２人が参加し、記念看板の除幕とソメイヨシ
ノをはじめ、ヤマボウシ、紅葉、花桃の計２１
本の苗木を敷地内の斜面などに植えました。
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　普段着のきもの着付け講座が１１月
の毎週水曜日、大越公民館で開かれま
した。
　普段身に着ける機会の少ない着物を
身近に感じ、「一人で着ることができた
らいいな」との思いから参加した方は、
慣れない着方に悪戦苦闘しながらも何

度も着物を着たり、帯を結んだりして手順を覚えていました。講師を務めた橋本真由美さ
ん ( 滝根町 ) の分かりやすい指導で着付けをマスターした受講生からは「習得した技術を忘
れないよう、今度は着物を着て出かけたい」などの感想が聞かれました。
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民生委員・児童委員に委嘱状を交付
　退任される民生委員・児童委員および主任児童委員の感謝
状贈呈式が１２月２日、市船引公民館で行われました。
　式終了後は、新たに委員となる方への委嘱状交付式が行わ
れました。今回は、厚生労働大臣から１１３人が民生委員・児
童委員として委嘱されました。任期は平成２５年１２月 1 日か
ら２８年１１月３０日までの 3 年間です。
　地区担当の民生委員・児童委員は、生活保護などの相談に
対応したり、高齢者や障害者、ひとり親家庭の方を支援した
りするために家庭訪問や行政機関への連絡などを行います。
委嘱された方々は次のとおりです。敬称略、（　) は担当地区。

　全国高等学校駅伝競走大会に出場する田村
高校の畑中監督と佐藤美穂さん ( ２年、写真左か
ら３番目 )、猪狩美咲さん ( ２年、写真左から２番目 )、
渡邉理紗さん ( １年、写真右から２番目 ) に冨塚市長
から激励のことばと激励金が贈られました。
３選手は「自分の持てる力を発揮し、応援し
てくれる皆さんの期待に応えられるようベス
トを尽くします」と力強く決意を述べました。
　大会は１２月２２日、京都で開かれます。

　田村市企業懇談会が１１月２０日に開かれ、
市内の企業を中心に約５０人が参加しました。
福島県地域産業復興支援アドバイザーの堀切
川一男氏を講師に迎え、「田村の地から世界に
発信する商品開発を考える」と題した講演が
行われました。参加者からは「身近な物の開
発の話に現実性を感じた」などと商品開発に
理解を深める感想が聞かれ、情報交換会では
企業間で積極的に意見が交わされました。

田村高校駅伝の女子３選手を激励

市内企業のさらなる飛躍へ

　都路町は平成１５年１０月２６日の死亡事
故以来、町内における交通死亡事故ゼロ１０
年を達成しました。
　田村地区交通安全協会都路分会主催の祝賀
会が１１月１６日に開かれ、猪瀬議会議長、
田村警察署副署長、都路行政局長から「達成
は関係各位の日頃の活動のたまものであり、
さらに継続して２０年を目指してほしい」と
の祝辞が述べられました。

都路で交通死亡事故ゼロ１０年

着物を身近に感じられるように

【滝根方部】
◎郡司延善 ( 石神 )、佐藤衛 ( 原屋敷・菅谷駅前 )、蒲生悦子 ( 入水・畑中 )、大輪正良 ( 江川・糠塚 )、
　渡辺時子 ( 神俣町・関場 )、會田正孝 ( 梵天川・中広土 )、阿部ハツヨ ( 和貢・大平 )、佐藤義雄 ( 入
　新田 )、會田久美 ( 上郷 )、根本富士子 ( 中郷・作組 )、郡司梅子 ( 広瀬町・下組 )、佐藤貴夫 ( 主任児
　童委員　滝根町全域 )、先崎政子 ( 主任児童委員　滝根町全域 )

【大越方部】
◎佐久間勇 ( 三洞区 )、佐久間義德 ( 白山区 )、松嵜ケイ子 ( 中部区 )、秋元忠夫 ( 中部区 )、栁沼正郎 ( 町
　郷区 )、塚原悦雄 ( 上北部区 )、武田洋子 ( 南部区 )、宗像和文 ( 西部区 )、坪井德幸 ( 東部区 )、鈴木忠 ( 牧
　野区 )、佐藤昭 ( 栗出区 )、渡部俊之 ( 早稲川区 )、遠藤徳喜代 ( 主任児童委員　大越町全域 )、吉田澄江 ( 主
　任児童委員　大越町全域 )

【都路方部】
◎松本静夫 ( 西戸、松葉、平内地、大槻 )、松本正作 ( 中作、平蔵内、言神 )、吉田和正 ( 強梨、持藤田 )、
　渡辺正 ( 上道之内 )、佐久間けい ( 下道之内、石黒 )、吉田一己 ( 新町、横町 )、村越導子 ( 南、戸屋、
　小滝沢 )、門馬正光 ( 下山口、上山口、石橋 )、門馬ヒサ子 ( 合子、地見城、場々 )、青木一典 ( 大久保、
　頭ノ巣、馬洗戸 )、橋本ハマ子 ( 主任児童委員　都路町全域 )、渡辺みちえ ( 主任児童委員　都路町全域 )

【常葉方部】
◎吉田美枝子 ( 山田作、七日市場、西田住宅 )、坪井怜子 ( 常光寺、荒町 )、上田恵美子 ( 中町、田和上 )、
　宮原友子 ( 上町第１)、樽井満壽子 ( 上町第２)、浦山行男 ( 石蒔田、四重城）、本田孝光 ( 板橋、西美
　田 )、大和田憲榮 ( 中、休石、下ノ内 )、大庭もと子 ( 鹿山 )、渡邊哲 ( 久保、新田作 )、佐藤一美 ( 関
　本、小桧山 )、本田輝信 ( 早稲川 )、三浦和宏 ( 堀田１)、奥山一美 ( 堀田２)、白岩勝造 ( 山根 )、鈴木
　惠久子 ( 主任児童委員　常葉町全域 )、村上久子 ( 主任児童委員　常葉町全域 )

【船引方部】
◎安藤一英 ( 今泉区 )、安藤一江 ( 今泉区 )、和田正次 ( 小沢区 )、安瀬正章 ( 板橋区 )、箭内保子 ( 上町区 )、
　坪井ひろ子 ( 上町区 )、根本ハツ子 ( 中町区 )、岡田朝子 ( 大町区 )、橋本友司 ( 大町区 )、佐久間宏 ( 栄
　町区 )、吉田雅子 ( 栄町区 )、浦山静子 ( 北区 )、鈴木一郎 ( 北区 )、橋本艶子 ( 下里区 )、橋本正勝 ( 下
　里区 )、内田重穗 ( 春山１区 )、井堀豊子 ( 春山２区 )、渡邉初男 ( 文珠区 )、伊藤厚生 ( 石森区 )、鹿
　股正博 ( 鹿又１区 )、松本一男 ( 鹿又２区 )、大山巧 ( 鹿又３区 )、佐藤篤恵 ( 長外路区 )、根本孝夫 ( 門
　鹿区 )、橋本恵子 ( 大倉区 )、三浦一郎 ( 大倉区、新舘区 )、面川肇 ( 新舘区 )、石川三津子 ( 石沢区 )、
　飛田幸江 ( 石沢区 )、梅津克臣 ( 上移区 )、渡邉洋子 ( 上移区 )、荒金尚子 ( 北移区 )、菅野智代子 ( 北移区 )、
　伊藤勝英 ( 南移区 )、三浦孝一 ( 南移区 )、紺野儀一 ( 中山区 )、三浦幸子 ( 中山区 )、松崎錬子 ( 横道区 )、
　山代孝夫 ( 芦沢北区 )、渡邉勝征 ( 芦沢中区 )、大友政判 ( 芦沢東区 )、栁沼桂太郎 ( 芦沢南区 )、佐藤
　正藏 ( 芦沢西区 )、浦川覚道 ( 上郷区 )、大和田保子 ( 下郷区 )、椚山正広 ( 椚山区 )、橋本正人 ( 永谷区 )、
　根本君江 ( 遠山沢区 )、桑原正男 ( 本郷区 )、國分春義 ( 井堀区 )、横田弥一郎 ( 上、大堀区 )、市川幸
　市 ( 要田区 )、佐藤善市郎 ( 笹山区 )、本多憲光 ( 荒和田区 )、佐久間典子 ( 主任児童委員　船引・文珠・
　要田地区 )、箭内栄久子 ( 主任児童委員　美山・瀬川・移地区 )、坂本智子 ( 主任児童委員　芦沢・七
　郷地区 )
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海 を 越 え て

英 語

指 導 助 手

ペ ン リ レ ー

No. ７

降雪と雪への対処の仕方

Linsey  Richbow
リンズィ・リッチボウさん
( アメリカ合衆国
　　　　　ジョージア州出身 )

船高便り　平成 26 年 1 月号

福島県立船引高等学校　Tel…0247-82-1511　Fax…0247-82-5233
HP…http://www.funehiki-h.fks.ed.jp　mail…school@funehiki-h.fks.ed.jp

vol.77

◆進路近況報告第二弾

◆ジュニア・インターンシップに参加しました

　１２月１７日現在、就職内定率は 93.3％、進学内
定率は 82.5％に達しました。今回は「進学報告第二
弾」として、４年制大学と看護専門学校に合格した皆
さんの声を紹介します。
　下記の紹介は写真の後列左から大学合格者、次に
前列左から看護専門学校合格者の順になります。
○佐藤 光さん ( 船引南中出身 )…いわき明星大学科学 
　技術学部科学技術学科
　　私は入学試験までに何度も面接練習に臨んだ結果、いわき明星大学に合格することができまし
　た。将来はソフトウェアを開発する仕事に就きたいと思っています。
○助川 貴郁さん ( 船引中出身 )…駿河台大学メディア情報学部メディア情報学科
　　私は推薦入試での合格に向けて、特に面接の練習に力を入れてきました。合格の通知が来たと
　きは本当にうれしかったです。来年からは「大学生だからこそできること」にチャレンジしていき  
　たいです。
○伊藤 かなえさん ( 三春中出身 )…東京国際大学商学部商学科
　　進路を決めるにあたりさまざまな不安や困難がありましたが、先生方や家族の協力、友達の声
　援のおかげでそれらを乗り越えることができました。将来福島の復興に貢献できる人材になれる
　よう、大学生活で多くのことを学びたいと思います。
○尾澤 奈津海さん（船引南中出身 )…日本大学工学部建築学科
　　私の将来の目標は一級建築士になることです。今回、そのための第一目標を達成することがで
　きたので、今後は資格取得のために勉学に励みたいと思います。今回先生方から頂いたご恩は、　
　将来立派な人材になることでお返ししたいと思います。
○吾妻 亜未さん ( 富田中出身 )…東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科
　　私は将来「福祉施設を経営する」という大きな目標を持っています。その実現に向け、これから 
　もお世話になった方々への感謝の気持ちを忘れずに努力していきたいと思います。
○佐久間 由佳さん ( 常葉中出身 )…太田看護専門学校
　　私は今回の合格を勝ち取るために数学を欠かさず勉強し、先生方に何度も面接の練習をしてい
　ただきました。将来は患者さんから信頼される看護師になりたいです。
○白石 彩さん ( 大越中出身 )…太田看護専門学校
　　試験当日はとても緊張しましたが、その分合格した時の喜びは言葉にできないほどでした。将
　来は患者さんに安心していただける看護師になりたいです。
○箭内 りなさん ( 船引中出身 )…福島看護専門学校
　　私が看護専門学校に合格することができたのは船引高校の先生方のおかげです。これからも周
　囲の方々に対する感謝の気持ちを忘れずに、患者さんを笑顔にできるような看護師を目指して頑
　張っていきたいです。

　１１月１９日 ( 火 ) ～２１日 ( 木 ) の３日間、１年生
３２人が郡山公共職業安定所主催のジュニア・インター
ンシップ ( 職業体験 ) に参加しました。田村市内では
大型小売店や飲食店など１１の事業所でお世話になり、
さまざまなご指導やご助言をいただくことができまし
た。今回の体験は今後生徒が進路希望を確定していく
上で大いに参考になると思われます。お世話になりま
した事業所の皆様方に改めて御礼申し上げます。

　

　昨年の４月、私が日本に来た最初の週に雪が降りました。私はそれまで４月に雪が降るのを
一度も見たことがありませんでした。「日本では大雪やみぞれの日はどうするのだろう」と雪を
見ながら考えました。私の出身のジョージア州ではそれほどたくさん雪が降らないので、雪を
見るのは久しぶりでした。ジョージア州に転居する前は、ブリザード ( 猛吹雪 ) のあるニューヨー
ク州に住んでいたので、州によって雪への対処の仕方が違うことを私は知っていました。アメ
リカと日本でも雪への対処の仕方に違いがあります。
　ニューヨーク州では大雪の日、登校を１時間か２時間程度遅らせることがあります。登校時
間を遅らせる目的は、除雪車が除雪して道路に砂をまく時間を見込むためだと思います。（みぞ
れのために道路が凍っている場合は砂をまくことが決められています。）どの学校の登校時間が
遅くなるか・どの学校が休みになるかはニュースで知らされますので、ニュースを見ていなけ
ればなりません。道路が除雪された後は、道路脇の雪は２倍の量になっていました。私は以前、
家の前庭に何時間もかけて雪のトンネルを掘ったことがありました。出たり入ったりしても壊
れない頑丈なトンネルができました。
　私は日本に来る前、“first snow”（初雪）という言葉を聞いたことがありませんでした。辞書
で「初雪」を調べてみると、「初冠雪」という「山に積もる最初の雪」を意味する言葉を見つけまし
た。これは「初めて」に特別な意味と、日本とアメリカの地理・地形の違いを表していて意義深
く思います。「初雪」が降ると安全に関する注意報などが出ます。これらは全て私が日本で気が
ついた事です。日本では、大雪が降ってもそのために学校が休みになることはありませんでした。
アメリカのように除雪車や凍った道路に砂をまいて
いるのを日本では見たことがありません。
　日本とアメリカでは雪への対処の仕方に違いがあ
ると思います。それは冬と降雪に対する理解の仕方
が違うからだと思います。アメリカでは本当に冬を
楽しみます。日本では冬を楽しむと同時に、人々は
四季の一つである冬に対する親しみを感じながらも、
ある種の畏敬の気持ちを持っているようにも思えま
す。
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ほけんだより
　問い合わせ
　●保健福祉部 保健課(81-2271　●滝根行政局 市民課(78-1203
　●大越行政局 市民課(79-2113　●都路行政局 市民課(75-2112
　●常葉行政局 市民課(77-2113

平成 26 年

乳幼児健康診査の共通事項 ●会場…各保健センター　●受付…13:00 ～ 13:20

①４カ月児健診
日 地区 対象 会場
6（木） 滝根

大越
平成 25 年　9月生～
平成 25 年 10月生 滝根

25（火） 船引 平成 25 年 10月生 船引

　●持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

② 10 カ月児健診
日 地区 対象 会場
6（木） 滝根

大越
平成 25 年　3月生～
平成 25 年　4月生 滝根

27（木） 船引 平成 25 年　4月生 船引

　●持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

③１歳６カ月児健診
日 地区 対象 会場
4（火） 船引 平成 24 年　7月生 船引

20（木） 都路
常葉

平成 24 年　6月生～
平成 24 年　7月生 常葉

　●持参物…母子健康手帳・問診票

④ 3 歳児健診
日 地区 対象 会場

18（火） 全地区 平成 22 年　8月生 船引

　●持参物…母子健康手帳・問診票

乳幼児健康診査など
●お住まいの地区の会場で受診してください。
●やむを得ず別の会場で受診する場合は、事前にお住まいの地区の市民課
（船引地区は保健課）に申し込んでから受診してください。 2 月の休日当番医・薬局

- 変更される場合がありますので
受診前に確認してください -

2（日）
東部台こどもクリニック（船引町）※

(81-2580
コスモス調剤薬局東部台店（船引町）

(81-2205
9（日）

のざわ内科クリニック（三春町）
(61-1500

ルビー調剤薬局（三春町）   (62-4848
11（火・祝）
南東北病院付属大越診療所（大越町）

(79-2121
16（日）
石塚医院（小野町）            (72-2161
ヤナイ調剤薬局（小野町）   (72-5912
23（日）
まつえ整形外科（船引町）   (81-1222
げんじろう調剤薬局（船引町）

(81-1555

保健センター自由開放日など

自由開放・健康相談
地区 日 時間
滝根 3・24（月）   9:00 ～ 16:00
大越 19（水）・25（火） 10:00 ～ 15:00
都路 7（金）・17（月）   9:00 ～ 16:00
常葉 7・28（金）   9:00 ～ 16:00  
船引 7・21・28（金）   9:00 ～ 16:00

子どもの教室・運動関連
地区 内容 日 時間

滝根 育児相談 3・24（月） 10:00 ～ 11:30
体操教室 13:30 ～ 15:00

大越 あそびの広場 25（火） 10:00 ～ 11:30
ヘルスアップ教室 19（水） 13:30 ～ 15:00

常葉 ゆめっ子教室 27（木）   9:30 ～ 11:30

船引 育児相談 28（金）   9:00 ～ 11:00
リフレッシュ体操 14・28（金） 13:30 ～ 15:00

診療時間…9:00 ～ 18:00　※は 17:00 まで

育児相談・教室

すくすく教室（要予約）
●日　時　13日（木）　受付…9:30 ～ 9:50 
●会　場　船引保健センター
●対　象　ことばが遅い、落ち着きがない、友達と

うまく遊べないなどの悩みがある方
●内　容　親子あそび、医師・心理士らによる相談など
●申込先　保健課　※お気軽にご相談ください。

７カ月児育児相談（予約不要）
●日　時　19日（水）　受付…13:00 ～ 13:20 
●会　場　船引保健センター
●対　象　平成 25 年 7 月～ 8 月生
●持参物　母子健康手帳・問診票・バスタオル

離乳食教室（要予約）
●日　時　14日（金）　受付…13:00 ～ 13:20 
●会　場　船引保健センター
●対　象　離乳食に関心のある方
●持参物　母子健康手帳・エプロン・おんぶひも
●申込先　2 月 7 日（金）まで保健課へ

　■福島いのちの電話
　　(024-536-4343（毎日）10:00 ～ 22:00
　■こころの電話 
　　(024-535-5560（月～金）※休日除く 9:00 ～ 16:00
　■県中保健福祉事務所
　　(0248-75-7811（月～金）※休日除く 8:30 ～ 17:15
　■福島県精神科救急情報センター
　　(0570-055699（毎日）17:30 ～ 22:00

こころの健康相談（相談無料、秘密厳守）

　●日　時　12日（水）　13:30 ～ 15:30
　●会　場　滝根保健センター　
　●申込先　1 週間前までに保健課へ

※臨床心理士が相談に応じます。

その他の相談先

障害者（身体・知的・精神・難病者）相談支援 
　●方　法　電話または来所による相談
　●時　間　月～金（祝日除く）　9:00 ～ 17:00
　●会　場　①相談支援田村事業所　(85-3888
　　　　　　　（大越町牧野字堺）

②田村市指定相談支援事業所　(82-2943
　　　　　　　（船引町船引字源次郎）
　●その他　内容によっては相談員が訪問します。

AA ミーティング
　●日　時　毎週土曜　13:30 ～ 15:00
　●会　場　船引就業改善センター
　●対　象　飲酒をやめたいと願う本人・家族

精神障害者デイケア
　●日　時　21日（金）　13:00 ～ 15:00
　●会　場　常葉保健センター
　●対　象　在宅で生活する精神障害者で主治医

の了解がある方

こころとからだの健康相談 ひとりで悩まず、まずはご相談を！

2 月の予定など

その他の緊急問い合わせ先
■郡山市休日・夜間急病センター

郡山市字上亀田 1-1（旧国立郡山病院跡）
(024-934-5656
区分 診療時間・科目

休日
 9：00 ～ 17：00
内科・小児科・歯科
19：00 ～ 23：00
内科・小児科

平日 19：00 ～ 23：00
内科・小児科

■テレフォンサービス
　「休日・夜間」当番医療機関
　(024-933-4000
■その他病院に関する問い合わせ
　郡山消防本部 通信指令課
　(024-933-2400
■福島県こども救急電話相談
  【受付時間】毎日、午後７時～翌朝８時
    子どもが急病のとき、家庭での対処法に
    ついて医師・看護師らがアドバイス
    します。
 ・ 固定電話プッシュ回線・携帯電話から
　短縮ダイヤル(♯ 8000
 ・ 固定電話アナログ回線などから
　(024-521-3790

運動サロン 要田元気塾
～ サロン紹介第 2 弾 ～

風船バレーで若返り

　市では、高齢者の皆さんが、いつまでも元気に活動的な生活が送れるよ
う、筋力向上のための教室「いきいき田村元気塾」を行っています。昨年
8 月にこの教室を卒業した要田地区の皆さんが、月に 2 回要田出張所に
集まり自分の元気のためのサロン『要田元気塾』を開催しています。昨年
9 月から開始し、50 歳代～ 80 歳代までの幅広い年代層で、体操やレク
リエーションでの交流を楽しんでいます。「体が軽くなった」「みんなとい
ろいろな話ができとても楽しい」など効果を実感した声も聞かれています。
また、組回覧などで幅広く地区の皆さんへお知らせしています。
　いつまでも住み慣れたわが家で元気に暮らしたい…そのために必要な体
力や筋力づくりを、仲間と一緒に楽しんでできるのはとても素晴らしいこ
とです。市では、身近な集会所などでの運動サロン開催の支援をしていま
す。自分の地区にも運動サロンをつくりたいと思っている方は、ぜひ保健
福祉部保健課（(81-2271）にご連絡ください。皆さんの元気づくりをお
手伝いします。

ラジオ体操を体感！
健康づくり市民講座「やっぱり
スゴイ！ラジオ体操～第 2 弾～」
が 11 月 20 日に開かれました。
受講者は、ラジオ体操をより効果
的に行うため、動きのポイントを
確認しながら取り組みました。
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防ごう！
ノロウイルス感染

ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は一年を通して発生していますが、特に冬季に流行します。
ノロウイルスは手指や食品などを介して人に感染し、嘔吐、下痢、腹痛などを起こします。
子どもやお年寄りの場合、重症化することがあります。基本を守って食中毒予防を徹底しましょう。

感染後、24 ～ 48 時間で、吐き気、嘔吐、発熱、腹痛、下痢などの症状が現れます。
感染すると、ウイルスは 1 週間程度ふん便とともに排出されます。

感染したときの症状

ノロウイルスに汚染された食品を食べて感染します。
感染した人のふん便や嘔吐物を介して、他の人へ感染します。

感染経路

必ずマスクと手袋を着用し、雑巾やタオルなどでしっかりと拭き取ってください。使用したマス
ク・手袋・雑巾・タオルは使い回しせず、ビニール袋に入れて密封して捨ててください。その後、
薄めた塩素系消毒剤で、嘔吐物や下痢便のあった場所を中心に広めに消毒してください。

嘔吐物、下痢便の処理方法

食中毒予防には手洗いが最も重要です。調理前、食事前、トイレの後には、せっけんをよく泡立
ててこすり洗いし、流水できっちりすすぎましょう。二度洗いを行うとより効果的です。

きっちり手洗い

カキやアサリなどの二枚貝の内臓にはノロウイルスが蓄積することがあるため、生や半生で食べ
ると食中毒にかかる可能性があります。しっかり中まで火を通して調理しましょう。
加熱は中心温度 85℃～ 90℃で 90 秒間以上が目安です。

しっかり加熱

ノロウイルスには、アルコールや逆性せっけんはあまり効果がありません。
消毒には次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）を用いましょう。取り扱いには十分注意が必要
です。（商品名：ピューラックス、ミルトン、ハイター、ブリーチなど）

調理器具などの消毒

ノロウイルス食中毒予防の基本は「きっちり手洗い」と「しっかり加熱」

　田村地方の夜間における風邪や腹痛などの
急病に対応するため、「田村地方夜間診療所」
を船引町字源次郎地内に開設することにな
り、平成 26 年 4 月開設に向け準備が進んで
います。
　この診療所は、田村医師会などの協力のも
と、田村市・三春町・小野町の 3 市町が建設
費を負担し、田村市が運営するもので、夜間、
急に具合が悪くなり診療が必要な方を対象と
します。

問保健福祉部 保健課(81-2271

県民健康管理調査
「健康診査」について

福島県では、健康管理事業として、16 歳以上
の方を対象に県民健康診査を行っています。
●個別健診　1 月　6 日（月）～
●集団健診　1 月 10 日（金）～
●健診終了日
　個別健診…3 月 14 日（金）
　集団健診…3 月 16 日（日）
本年度まだ受診していない方のところに福島
県よりご案内が送付されますので、健康管理
のために、ぜひこの機会に受診してください。

県民健康管理調査
基本調査問診票『簡易版』

ができました！

　福島県と県立医科大学では、震災後 4 カ月
間の外部被ばく線量を推計する基本調査につ
いて、このたび、より記入・回答しやすい問
診票の『簡易版』を作成しました。
　この『簡易版』は、避難などの移動回数の少
ない方がご利用いただけます。
　『簡易版』で回答できるかどうかをお調べし
ますので、基本調査問診票の回答がお済みで
ない方はお問い合わせ願います。
　なお、この『簡易版』は各市町村配布窓口で
準備していますので、各市町村配布窓口にお
気軽に申し出ください。
　基本調査の結果は、一人一人にお知らせし
ますので、皆さんの将来の健康管理のために、
ぜひご提出ください。
問県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター
　(024-549-5130
　（土・日・祝日を除く、午前 9 時～午後 5 時）
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有料広告募集中
問い合わせ…市長公室へ

有料広告募集中
問い合わせ…市長公室へ

●田村市役所
  〒 963-4393

田村市船引町船引字馬場川原 20 番地
(81-2111（代表）

●滝根行政局
  〒 963-3692

田村市滝根町神俣字関場 118 番地
地域振興課…(78-2111
市　民　課…(78-1202
産業建設課…(78-1204

●大越行政局
〒 963-4192
田村市大越町上大越字水神宮 62 番地 1 
地域振興課…(79-2111
市　民　課…(79-2112
産業建設課…(79-2193

●都路行政局
〒 963-4701
田村市都路町古道字本町 33 番地 4
地域振興課…(75-2111
市　民　課…(75-2112
産業建設課…(75-3550

●常葉行政局
〒 963-4692
田村市常葉町常葉字町裏 1 番地 
地域振興課…(77-2111
市　民　課…(77-2112
産業建設課…(77-2371

●滝根公民館…(78-2001
●大越公民館…(79-2161
●都路公民館…(75-2063
●常葉公民館…(77-2013
●船引公民館…(82-1133

田村市の人口

平成 25 年 12 月 1 日現在
総人口　38,299 人

   世帯数　11,753 世帯
この数値は、平成 22 年国勢調査
の確報値を基に毎月の自然動態・
社会動態を加減したものです。

暮らしの情報案内板
　田村市ホームページ　http://www.city.tamura.lg.jp/

市営住宅入居者募集

船引馬場団地 4 号棟（船引）
●部屋番号　7 号室
●建築年　昭和 51 年
●構造　中層耐火 4 階
●間取り　3K　　●駐車場　無
●家賃　11,600 円～

【入居者資格】
①現在、同居または同居しようとす
る親族があること②世帯の収入が基
準額を超えないこと③現在、住宅に
困窮していること④市税を滞納して
いないこと⑤暴力団員でないこと
●申込方法
1 月 6 日（月）～ 15 日（水）までに、
備え付けの申込書に必要書類を添え
てお申し込みください。
※申込者多数の場合、抽選になり
ます。
問・申

建設部 都市計画課(82-1114

募
集

文化財防災訓練

文化財防火デーにあわせ、国指定重
要文化財の堂山王子神社で防災訓練
を行います。当日は、付近で消防車
両がサイレンを鳴らしますが、火災
と間違わないようご理解とご協力を
お願いします。
●日時　1 月 19 日（日）

午前 10 時 30 分
●会場　堂山王子神社

（船引町門沢字堂山地内）
●参加団体
堂山王子神社本殿保存会、堂山王子
神社自警団、市消防団船引地区隊七
郷分団、田村消防署、市教育委員会
問教育部 生涯学習課(68-3113

防
災

葉タバコ生産向上対策事
業の補助金交付

葉タバコの病害対策と生産の向上を
図るため、土壌消毒薬剤を購入され
た方に補助金を交付します。
●対象
立枯病対策に係る土壌消毒薬剤
●補助率　購入額の 20％
●交付要件
水田作付目標面積（転作）達成者
●申請期間
1 月 6 日（月）～ 31 日（金）
●持参物　①薬剤購入の領収書（購
入者名・領収月日・薬剤名・数量・
金額が確認できるもの）
②申請人名義の振込先通帳　③印鑑
●その他
県たばこ耕作組合から購入された方
は、耕作組合がまとめて申請します
ので、手続きの必要はありません。
問・申

産業部 農林課(81-2511
各行政局 産業建設課、各出張所

農
業

広告欄 Advertisement広告欄 Advertisement

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金

国民年金は、年を取ったときやいざ
というときの生活を、現役世代みん
なで支えようという考えでつくられ
た仕組みです。
国民年金は、20 歳以上 60 歳未満
の日本国内にお住まいの全ての方が
加入することが法律で義務付けられ
ています。
厚生年金保険加入者や共済組合加入
者以外には、20 歳の誕生月の前月
に資格取得届が送付されますので、
必要事項を記入の上、必ず年金事務
所または市役所へ提出してくださ
い。また、今すぐ保険料を納めるこ
とが困難な場合には、学生納付特例
制度や若年者納付猶予制度がありま
すので、ご相談ください。
問郡山年金事務所
　(024-932-3434

年
金

乳幼児および児童医療費
助成の手続きについて

●事業内容　保険診療の医療費の自
己負担分を助成します。

（ただし、震災・原発事故による医
療費免除証明をお持ちの方は、免除
証明証が優先されます。）
●対象者　出生～高校 3 年生の方

（18 歳到達後最初の年度末まで）
●手続き　社会保険に加入されてい
る方は、登録申請が必要です。
※最初から国民健康保険に加入され
ている方は、手続きは必要ありません。
●こんなときは申請が必要
①加入している保険に変更があった
とき
②氏名または住所に変更（転居）が
あったとき
③転入または転出するとき
④受給者（保護者）が変更になった
とき
※受給者（保護者）は市民の方とな
るため、単身赴任などで今まで受給
者になられている方が転出した場合
は申請が必要です。
⑤届出の振込口座を変更したとき
問・申

保健福祉部 保健課(81-2271
各行政局 市民課

育
児

「思春期精神保健セミ
ナー」の開催

うつ病というと大人の病気と思われが
ちですが、子どもにも見られます。
子どもの場合、頭痛や腹痛、倦怠感、
不安やイライラ、成績の急激な低下、
投げやりな態度、派手な服装や夜遊び、
リストカット、あるいは不登校や引き
こもりの背景にうつ病などが隠れてい
ることがあり、気付かれずに進行して
しまうことがあります。子どものＳＯ
Ｓに気付いて、より適切な対応ができ
るように、一緒に学んでみませんか？
●日時　1 月 24 日（金）

午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
●会場　郡山市音楽・文化交流館

（ミューカルがくと館）
●内容　「子どものうつ病」
講師：東京都立小児総合医療センター
顧問　児童精神科医　市川 宏伸　氏
●定員　120 人
●参加費　無料
問・申県精神保健福祉センター

(024-535-3556

保
健

1 月 17 日は「防災と
ボランティアの日」

災害時には、近所の方々や、ボラン
ティアによる活動などがとても大き
な力になります。
いざというときのために、家庭や地
域で、自分たちができることを話し
合いましょう。
問郡山消防本部 消防課
　(024-923-8173

防
災

消防水利の確保に
ご協力を

「消火栓」や「防火水槽」などは、消
火活動に欠かせないものです。
次のことについて、皆さんのご協力
をお願いします。
●消火栓などの周りには駐車しない
でください。
●除雪で消火栓などが埋もれないよ
うに注意してください。
●自宅近くの消火栓などの除雪も併
せてお願いします。
問郡山消防本部 消防課
　(024-923-8173

防
火

生涯学習講演会　滝根地域振興基金事業
～ 可能性への挑戦 ～

●日時　2 月 2 日（日）
午後 1 時 20 分

●会場　天地人大学 大ホール
●講師　舞の海秀平　氏

（ＮＨＫ大相撲解説）
●入場料　無料
●主催　田村市・田村市教育委員会

問滝根公民館(78-2001

スポーツ講演会
～ 夢に向かって挑戦する ～

●日時　2 月 2 日（日）
午後 1 時（開場：正午）

●会場　文化の舘ときわ
●講師　佐藤 敦之　氏
　　　　中国電力 所属（会津坂下町出身）
●入場料　無料
●主催　田村市体育協会

問教育部 生涯学習課(68-3113

主な問い合わせ先
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広告欄 Advertisement広告欄 Advertisement

預かり保育・放課後児童クラブ（学童保育）の利用者募集

ことし 4 月からの預かり保育および放課後児童クラブの利用者を募集します。
●対象児童　仕事などのため昼間保護者が家庭にいない幼稚園児や小学校低学年の児童
　①預かり保育…幼稚園児
　②放課後児童クラブ…小学校 1 ～ 3 年生
　　※小学校 4 年生以上は、事情によってご利用できますが、実施する施設の希望者が定員を超えた場合は、
　　　別の施設に異動していただく場合があります。
●施設・定員・時間

施設 定員 平日の開設時間預かり保育 放課後児童クラブ
滝根幼稚園 50 人 －

授業終了後～午後 7 時三世代ふれあい交流館 － 50 人
大越こども園 30 人 －
大越小学校 － 30 人 授業終了後～午後 6 時
都路こども園 30 人 30 人

授業終了後～午後 7 時
岩井沢児童館 20 人 30 人
常葉児童生活センター 40 人 40 人
船引児童館 － 30 人
わかくさ幼稚園 － 140 人

※都路こども園・岩井沢児童館については、本年度は旧石森小学校で保育を行っていますが、26 年度から
　都路こども園（都路町古道字遠下前 80 番地）、岩井沢児童館（都路町岩井沢字中作 19 番地）での保育を再開します。
●申込方法
　利用申込書に稼働証明書を添付し、下記へご提出ください。
　※大越小学校・わかくさ幼稚園では、申し込みを受け付け
　　ていませんので、保健福祉部社会福祉課または各行政局
　　市民課へご提出ください。
●受付期間　1 月 14 日（火）～ 2 月 14 日（金）
●その他
　①滝根幼稚園・大越こども園・常葉児童生活センターでの
　　預かり保育については、新入園児説明会の際にあらため
　　て説明します。
　②土曜日、春・夏・冬季休業期間中の開設時間と休日は、
　　申し込み時にご確認ください。
　③保護者負担金（おやつ代や行事経費）など、詳しくは
　　申し込み時にお尋ねください。
　④放課後児童クラブの利用施設へは、各自で通うことにな
　　ります。（送迎可能な児童が対象です。）
問・申

保健福祉部 社会福祉課(81-2273
滝根行政局 市民課(78-1203
三世代ふれあい交流館(78-1112
大越行政局 市民課(79-2113
都路こども園（子育て支援センター内）(82-1510
岩井沢児童館（船引児童館内）(82-0690
常葉児童生活センター(77-2080

母子寡婦福祉資金貸付事業

県では経済的な自立や児童の修学などに必要な資金の
貸付事業を行っています。貸し付けの種類は、就学支
度資金・修学資金など 12 種類です。貸し付けには申
請から審査まで約 1 カ月の期間を要しますので、貸
し付けを希望する場合にはお早めにご相談ください。
●資金貸付の例　※貸付金額は条件により変わります。
　①就学支度資金（自宅から通学の場合）
　　高校…国公立　150,000 円
　　　　　私　立　410,000 円
　　大学…国公立　370,000 円
　　　　　私　立　580,000 円
　②修学資金（自宅から通学の場合）
　　高校…国公立　月額 18,000 円
　　　　　私　立　月額 30,000 円
　　大学…国公立　月額 45,000 円
　　　　　私　立　月額 54,000 円
問・申田村福祉相談コーナー(62-2654
　　　保健福祉部 社会福祉課(81-2273

　 
高等技能訓練促進費等事業

20 歳未満の子どもを養育しているひとり親家庭の父または母が、就職の際に有利な資格取得のため、2 年以上養成機関で
修業する場合に、修業期間の全期間（上限 2 年）について、生活の負担軽減のために、高等技能訓練促進費を支給するとともに、
修了後には入学支援修了一時金を支給します。
●支給額

高等技能訓練促進費 市民税非課税世帯 月額 100,000 円
市民税課税世帯 月額　70,500 円

入学支援修了一時金 市民税非課税世帯 50,000 円
市民税課税世帯 25,000 円

●対象者　ひとり親家庭の父または母で、次の要件を全て満たす方
　①市内に住所を有する方
　②児童扶養手当を受給しているか、または同様の所得水準にある方
　③養成機関において、2 年以上のカリキュラムを修了後には対象資格の取得が見込まれる方
　④仕事または育児と修業の両立が困難であること、および資格取得後の就業が効果的に図られると認められる方
　⑤過去に高等技能訓練促進費の給付を受けたことがない方
　⑥通学制の養成機関で修業する方（通信教育は含まない）
●対象資格
　看護師・准看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法士
●申込方法
　申請には、事前相談が必要です。事前相談では、資格取得への意欲や能力、資格の取得見込み、
　現在の生活状況などを確認し、支給の必要性を判断します。
　※相談の結果、支給の必要性がないと判断する場合があります。
　　また、募集人数に限りがありますので、あらかじめご了承ください。

問・申保健福祉部 社会福祉課(81-2273

　 
自立支援教育訓練給付金事業

20 歳未満の子どもを養育している、ひとり親家庭の父または母の主体的な能力開発の取り組みを支援するもので、雇用保
険の教育訓練給付の受給資格を有していない方が対象教育訓練を受講し、修了した場合、経費の 20％（4 千円以上で 10 万
円を上限）を支給します。
●対象者　ひとり親家庭の父または母で、次の要件を全て満たす方
　①市内に住所を有する方
　②児童扶養手当を受給しているか、または同様の所得水準にある方
　③雇用保険法による教育訓練給付の受給資格を有していない方
　④就業経験、技能・資格の取得状況や労働市場の状況などから判断して、当該教育訓練が適職に就くために
　　必要であると認められる方
　⑤過去に自立支援教育訓練給付金を受けたことがない方
●対象講座　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座

【参考】http://www.kyufu.mhlw.go.jp/kensaku/T_M_kensaku（厚生労働省ホームページ）
●申込方法
　申請には、事前相談が必要です。事前相談では、受給要件や職業生活の展望などを確認し、
　自立が効果的に図られるかどうか、受講の必要性を判断します。
　なお、受講前に講座の指定を受ける必要がありますので、必ず事前にご相談ください。
　※相談の結果、受講の必要性がないと判断する場合があります。
　　また、募集人数に限りがありますので、あらかじめご了承ください。

－ ひとり親家庭自立支援給付金事業 － － 子育て支援事業・母子家庭支援事業 －
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各施設の催し・募集など
図書館（本館） *toshokan@city.tamura.lg.jp　(82-1001　 F 82-12912 月の休館日（毎週月曜日）

3・10・17・24 日

● ● ●　必読、今月のオススメ。● ● ●

2 月のおはなし会　（都路・常葉分館では当面の間、お休みさせていただきます）
会場 開催日 名称 時間 対象 内容
本館 12・26（水） ひだまりおはなし会 10:30 ～（15 分程度） 0 歳～ 2 歳児 絵本の読み聞かせ・わらべ歌遊び　など
滝根 22（土） おはなし会（滝根公民館内） 10:30 ～（30 分程度） 幼児～小学生 ひなまつり特別おはなし会
大越 4（火） おはなし会（大越公民館内） 15:30 ～（30 分程度） 幼児～小学生 絵本の読み聞かせ　など

図書

中場利一 / 著
一般向け

家出したママを探せ！！
長距離トラック運転手の健二
が帰宅すると、妻の香織が 2
歳半の一人娘のシーちゃんを
残して家出していた。
ママを探しに、健二は大型ト
ラックの助手席に娘を乗せて
東奔西走するのだが…。おか
しくてけなげな親子愛…ご賞
味あれ！

ノーラ・エフロン / 著
阿川佐和子 / 訳

一般向け
誰でも気になるあのたるみ・・・

「老いることは素晴らしい」な
んていう人はたくさんいるけ
れど、いざ自分がなると気が
気じゃない。そんなあなたへ
身の回りの些細なことから、
生き方そのものまで、笑いな
がらも深く胸に残るエッセイ
をお届けします。

ルチーア・パンツィエーリ / 作
アントン・ジョナータ・フェッラーリ / 絵

さとうのりか / 訳
児童向け

あるところにものすごくおっ
かないかおのワニがいました。
でもこのワニ、見た目と違っ
て子どもが大好きで家事は何
でもできるとっても働き者な
んです。そんなワニの夢はど
こかの家で飼われたい…
といってもそんな家はありま
せん。そこでワニはとっても
いいアイデアを思い付き…。

丘　修三 / 作
国井　節 / 絵

児童向け
住吉町三丁目にご主人の家族
と住んでいる黒ねこのガジロ
ウ。
毎日、町内を散歩しながらあ
れこれ見聞きしています。
”人間のやることは、よく分
からない…”そんなガジロウ
が人間の悲喜こもごもの生活
をユーモアたっぷりにちょっ
と辛口に語ります。

首のたるみが気になるの 黒ねこガジロウの優雅な日々 こころやさしいワニ

*kosodate@city.tamura.lg.jp　(82-1510（ F 兼用）子育て支援センター子ども

開催日 催し 時間 対象・入場料 問い合わせ

20（木） 田村市教育実践報告会 14:00 関係者・教職員
※一般の入場も可能 教育部 学校教育課(68-3112

21（金） 平成 25 年度
デュアル実習成果発表会 13:30 関係者 福島県立船引高等学校 教務部(82-1511

*bunka@city.tamura.lg.jp　(82-5030　 F 82-5530文化 文化センター 休館日
3・10・17・24 日2 月の行事予定

ひまわりひろば
●日時　1 月 15・22・29 日（水）

午前 10 時 30 分
●内容　親子遊び、手遊び、製作、

絵本の読み聞かせ　など
●対象　０歳～６歳児

(82-0690（ F 兼用）船引児童館子ども

育児講座
●日時　1 月 17 日（金）

午前 10 時 30 分
●内容　図書館（本館）の「おはなし会」
●申込　1 月 15 日（水）までに、

電話でお申し込みください。

ともだちつくろう
●日時　1 月 9・23 日（木）

午前 10 時 30 分
●内容　歌、リズム遊び、体操、製作、

絵本の読み聞かせ　など

「ひまわりひろば」から

11 月 27 日の「ひまわりひろば」は、69 人の親子が
参加し、11 月生まれのお友達の誕生会をしました。
みんなの「おめでとう！」の言葉にとてもうれしそうで
した。クリスマスの飾り作りも行い、かわいいサンタさ
んができました。「ひまわりひろば」は毎週水曜日に開
催しており、0 歳～ 6 歳までのお子さんがいる方はど
なたでも参加できます。お気軽においでください。

船引総合福祉センター
１月のおすすめメニュー

さぁ、新年 1 月のおすすめ
メニューは、肉うどんのご紹介。
じっくりとうまみを引き出した
牛肉と冬場にグンと甘みの増し
た玉ねぎの相性は抜群です。
●新年会・各種総会、弁当の

配達も承ります。
●無料カラオケ・マッサージ機

を完備しています。
問 (82-0600（ Ｆ 兼用）

肉うどん（500 円）
エゴマ搾油北部作業所

ｰ １月の稼働日 ｰ

 稼働日 … 26日（日）
●受付　午前8時30分～11時30分
●場所　北部作業所（船引町新舘）
●問い合わせ
　産業部 農林課　(81-2511

行政相談

18（火）
大越行政局
午後 1 時 30 分～

3 時 30 分
●相談員

橋本ユリ子 氏（大越町）(79-3278
伊藤忠義 氏（常葉町）(77-3398

問総務部 総務課(81-2111

特設人権相談
4（火）船引公民館
5（水）滝根公民館

12（水）文化の舘ときわ
19（水）大越行政局
※いずれも午前 10 時～午後 3 時
　5 日（水）のみ、午後 1 時～ 4 時
問福島地方法務局 郡山支局
(024-962-4500

心配ごと相談
12（水）滝根公民館
19（水）市社会福祉協議会 本所
26（水）常葉老人福祉センター
※いずれも午後 1 時～ 4 時
問市社会福祉協議会 本所(81-2166

2 月の各種相談会相談

離婚男子

まごころありがとうございます　 - 次の方から市に寄附をいただきました -

◆安全運転管理田村事業主会（三春町）　寄附金（教育費寄附金）　◆石井みつおさん（船引町）　寄附金（一般寄附金）
◆ＮＰＯ法人ゴールドファーム 代表 四日克彦さん（奈良県宇陀市）　寄附金（一般寄附金）
◆伊藤俊子さん（長野県須坂市）　寄附金（一般寄附金）　◆橋本満男さん（神奈川県横浜市）　寄附金（ふるさと納税）
◆前澤化成工業株式会社 北日本支店 郡山営業所（郡山市）　寄附金（一般寄附金）
◆岡山操山ライオンズクラブ（岡山県岡山市）　物品　◆大阪府衛星都市郡部赤十字奉仕団連合協議会（大阪府大阪市）　物品
◆日東粉化工業株式会社 福島工場（滝根町）　物品　◆キリングループ　物品　◆入新田若連会長 會田英治さん（滝根町）　物品
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